
　

協
同
組
織
金
融
機
関
に
携
わ
る
役
職
員
、
研
究

者
等
で
組
織
す
る
協
同
組
織
金
融
研
究
会
は
、
九

八
年
六
〜
七
月
に
か
け
て
、
東
京
都
近
郊
市
に
お

い
て
、
標
記
副
題
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。

以
下
そ
の
調
査
結
果
を
紹
介
し
た
い
。

Ⅰ
、
調
査
の
目
的
と
調
査
方
法

　

本
調
査
は
、
現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
日
本
版
金

融
ビ
ッ
グ
バ
ン
の
下
で
、協
同
組
織
金
融
機
関（
農

協
、
信
金
、
信
組
、
労
金
）
が
如
何
な
る
役
割
、

機
能
を
果
た
し
て
い
く
の
か
、
ま
た
そ
の
経
営
課

題
は
何
か
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
実
施
し
た
も

の
で
あ
る
。
調
査
対
象
は
、
東
京
都
近
郊
市
の
協

同
組
織
金
融
機
関
と
の
取
引
き
を
行
な
っ
て
い
る

組
合
員
、
会
員
（
原
則
と
し
て
各
業
態
と
も
配
布

数
は
一
〇
〇
ず
つ
、
そ
の
他
に
同
市
に
店
舗
を
有

す
る
生
協
二
〇
〇
）
に
対
し
て
六
四
〇
を
配
布
、

有
効
回
答
四
〇
一
を
得
た
（
回
収
率
六
二
・
七
％
）。

　

な
お
、
各
業
態
毎
の
回
答
者
の
属
性
は
、
信
金

で
法
人
、
信
組
・
農
協
（
農
業
を
含
む
）
で
個
人

事
業
主
が
多
く
、
労
金
（
男
性
中
心
）、
生
協
（
女

性
中
心
）
で
は
圧
倒
的
に
個
人
が
多
い
（
全
体
で

は
、
個
人
四
九
・
六
％
、
事
業
体
四
七
・
一
％
、

無
回
答
三
・
三
％
）。

Ⅱ
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
概
要

一
、
金
融
機
関
の
利
用
状
況

　

金
融
機
関
と
の
取
引
き
は
、
全
体
平
均
で
一
人

当
た
り
（
法
人
含
む
）
二
・
六
機
関
を
並
行
利
用

し
、 そ
の
利
用
金
融
機
関
は
、
銀
行 （
約
八
割
）、
郵

便
貯
金 （
六
割
弱
）、
信
金 （
五
割
） の
比
率
が
高
い
。

　

し
か
し
、
よ
く
利
用
す
る
金
融
機
関
と
し
て
は

銀
行
が
三
九
％
、
郵
便
貯
金
が
七
％
と
大
き
く
低

下
し
、
代
わ
っ
て
所
属
金
融
機
関
と
の
自
行
取
引

き
が
増
加
し
、
四
業
態
合
計
で
そ
の
比
率
は
五
二

％
に
ま
で
上
昇
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
う
し
た
傾

向
は
「
預
貯
金
を
最
も
多
く
預
け
て
い
る
機
関
」

「
借
入
金
の
最
も
多
い
機
関
」で
一
層
強
く
現
わ
れ

て
お
り
、
後
者
に
つ
い
て
は
約
七
割
が
協
同
組
織

金
融
機
関
を
挙
げ
て
い
る
。
さ
ら
に
給
与
振
込
、

年
金
取
扱
、
共
済
・
保
険
の
利
用
を
併
せ
て
み
る

と
、
と
く
に
農
協
で
自
行
利
用
の
傾
向
が
強
く
、

総
合
事
業
の
強
み
が
垣
間
見
ら
れ
る
。

二
、
金
融
自
由
化
・
ビ
ッ
グ
バ
ン
対
応
に
つ
い
て

�
外
貨
預
金
、
投
資
信
託
等
の
利
用
に
つ
い
て

　

外
貨
預
金
、
投
資
信
託
等
の
価
格
・
金
利
変
動

商
品
は
、
現
状
で
は
全
体
で
六
％
の
利
用
に
す
ぎ

ず
、
ま
た
将
来
に
つ
い
て
も
「
金
利
が
有
利
な
ら

購
入
し
て
み
た
い
」
が
七
％
で
、
一
方
「
元
本
保

証
の
安
全
な
も
の
を
購
入
」
が
二
九
％
、「
関
心

な
し
」
が
四
六
％
と
、
購
入
意
欲
は
さ
ほ
ど
感
じ

ら
れ
な
い
。 だ
だ
し
、「
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て

ほ
し
い
」
が
一
七
％
を
占
め
て
お
り
、
ニ
ー
ズ
の

あ
る
層
に
は
木
目
細
か
い
対
応
が
求
め
ら
れ
よ
う
。

�
金
融
機
関
の
経
営
内
容
の
認
識
度
合
い
に
つ
い
て

　

ビ
ッ
グ
バ
ン
下
で
の
情
報
公
開
の
重
要
性
が
増

大
し
て
い
る
が
、
全
体
で
は
利
用
金
融
機
関
の
経

営
内
容
に
つ
い
て「
知
ら
な
い
」「
よ
く
知
ら
な
い
」

が
あ
わ
せ
て
六
六
％
を
占
め
て
お
り
、
総
じ
て
知

ら
れ
て
い
な
い
の
が
実
情
と
い
え
る
。

　

次
に
金
融
機
関
の
善
し
悪
し
を
判
断
す
る
基
準

に
つ
い
て
は
、
全
体
的
に
は
「
不
良
債
権
」
七
二

％
、「
不
正
・
不
祥
事
」
六
三
％
、「
地
域
経
済
へ

の
姿
勢
」
三
四
％
、「
取
引
の
偏
重
」 三
三
％
、「
経

営
陣
の
人
柄
・
言
動
」
三
二
％
と
な
っ
て
い
る
。

属
性
別
で
は
個
人
で 「
不
正
・
不
祥
事
」
に
厳
し
く
、

 
法
人
・
個
人
事
業
主
で 「
地
域
経
済
へ
の
姿
勢
」
を

相
対
的
に
重
視
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る （
図
一
）。

�
預
貯
金
の
保
護
に
つ
い
て

　

二
〇
〇
一
年
四
月
以
降
、
ペ
イ
オ
フ
が
解
禁
予

定
と
な
っ
て
い
る
預
貯
金
の
保
護
に
つ
い
て
の
意

見
で
は
、
最
も
多
い
回
答
は
「
全
額
補
償
」
が
五

三
％
、
次
い
で
「
一
千
万
円
ま
で
」
が
二
四
％
、

調
査
・
研
究
紹
介

利
用
者
か
ら
み
た
協
同
組
織
金
融
機
関
の
在
り
方

―
協
同
組
織
金
融
機
関
の
金
融
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
―
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「
保
証
額
の
引
上
」
が
一
四
％
と
続
い
て
お
り
、
当

然
の
こ
と
な
が
ら
全
額
補
償
の
声
が
強
い
。
属
性

別
で
相
対
的
な
特
徴
を
挙
げ
る
と
、
法
人
・
個
人

事
業
者
で
「
全
額
補
償
」、
個
人
で
「
一
千
万
円

ま
で
」
の
比
率
が
高
い
。

三
、
協
同
組
織
金
融
機
関
の
特
徴
を
ど
う
見
て
い

る
か

　

協
同
組
織
金
融
機
関
の
特
徴
と
し
て
七
項
目
に

つ
い
て
利
用
者
の
意
見
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
そ
う

思
う
」「
や
や
そ
う
思
う
」
の
肯
定
的
回
答
を
得

た
比
率
が
高
い
項
目
は
、「
親
身
に
、
気
楽
に
相

談
に
応
じ
る
」「
小
口
の
取
引
き
で
も
大
事
に
す

る
」
の
二
項
目
（
と
も
に
七
〇
％
台
）
で
、
次
い

で
高
い
の
が
「
地
元
の
活
動
や
く
ら
し
に
関
心
を

持
ち
、
支
援
し
て
い
る
」「
人
や
経
営
内
容
を
よ

く
見
て
貸
し
て
く
れ
る
」「
利
益
本
位
で
な
い
」

の
グ
ル
ー
プ
（
五
〇
％
前
後
）
で
あ
っ
た
。
一
方
、

「
営
業
案
内
や
事
業
報
告
な
ど
内
容
が
わ
か
り
や

す
い
」「
運
営
や
経
営
に
会
員
や
組
合
員
の
意
見
が

反
映
し
て
い
る
」
に
つ
い
て
は
、
三
割
台
と
低
い

比
率
に
な
っ
て
い
る
（
図
二
）。

　

利
用
者
は
、
協
同
組
織
金
融
の
特
質
を
概
ね
理

解
し
て
く
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
無
回
答
が

そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
で
一
〜
二
割
台
あ
り
、ま
た「
情

報
開
示
」「
民
主
的
運
営
」
に
つ
い
て
は
否
定
的

な
見
方
が
強
い
等
、
今
後
の
取
り
組
み
で
克
服
す

べ
き
課
題
も
多
い
と
い
え
る
。

四
、
業
務
改
善
へ
の
要
望
事
項

　

金
融
ビ
ッ
グ
バ
ン
の
本
格
化
の
な
か
で
、
業
務

改
善
を
望
む
項
目 （
複
数
回
答
） を
み
る
と
、
全
体

で
は 「
預
貯
金
・
貸
出
の
充
実
」 「
休
日
・
二
四
時
間

営
業
」 「
相
談
業
務
の
充
実
」 「
窓
口
応
対
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
」 を
あ
げ
る
比
率
が
相
対
的
に
高
い
。逆
に

「
テ
レ
ホ
ン
バ
ン
キ
ン
グ
」 「
証
券
・
保
険
・
投
信
等
の

品
揃
え
」 に
つ
い
て
の
要
望
は
総
じ
て
弱
い （
表
一
）。

　

属
性
別
で
は
、
法
人
で
「
預
貯
金
・
貸
出
の
充

実
」、
個
人
事
業
主
で
「
相
談
業
務
の
充
実
」、
個

人
で
「
休
日
・
二
四
時
間
営
業
」
を
あ
げ
る
比
率

が
め
だ
っ
て
高
く
、
ま
た
「
地
域
の
環
境
・
福
祉

へ
の
取
り
組
み
強
化
」
は
、
個
人
の
な
か
で
も

「
主
婦
」「
勤
労
者
」
で
高
い
比
率
を
占
め
て
い
る
。

Ⅲ
、
最
後
に

　

協
同
組
織
金
融
が
、
中
小
商
工
業
者
、
農
業
者
、

勤
労
者
、
市
民
等
に
対
し
て
、「
小
口
重
視
」「
親

身
の
相
談
」等
、そ
の
特
質
を
生
か
し
た
金
融
サ
ー

ビ
ス
を
行
な
っ
て
い
る
実
態
の
一
端
が
明
ら
か
に

さ
れ
、
ま
た
そ
う
し
た
特
質
を
、
今
後
と
も
強
化

し
て
い
く
方
向
性
も
明
示
さ
れ
た
と
も
い
え
る
。

　

し
か
し
同
時
に
、
そ
の
「
生
命
」
と
も
い
う
べ

き
「
情
報
開
示
」
と
「
民
主
的
運
営
」
に
つ
い
て

は
不
十
分
で
あ
り
、
今
後
そ
の
社
会
的
存
在
意
義

を
確
立
し
て
い
く
た
め
に
は
避
け
て
通
る
こ
と
が

で
き
な
い
重
大
な
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
こ

と
も
認
識
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

な
お
最
後
に
、
農
協
お
よ
び
組
合
員
に
つ
い
て

い
え
ば
、
他
の
協
同
組
織
金
融
機
関
と
比
べ
て
、

農
協
利
用
度
や
協
同
組
織
金
融
の
特
質
の
認
知
度

に
つ
い
て
の
高
さ
が
め
だ
っ
て
い
る
。
そ
れ
だ
け

組
合
と
組
合
員
と
の
結
び
つ
き
が
強
い
と
言
っ
て

も
差
し
支
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
他
の
業

態
と
同
様
な
課
題
を
有
し
て
い
る
こ
と
に
は
変
わ

り
な
く
、
ま
た
「
東
京
近
郊
市
に
お
け
る
少
数
派
」

的
性
格
を
背
負
っ
て
い
る
が
故
に
ロ
イ
ヤ
リ
テ

ィ
ー
が
高
い
と
も
い
え
る
が
、
そ
の
裏
面
と
も
い

え
る
地
域
社
会
へ
の
開
放
性
に
つ
い
て
の
課
題
が

残
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
併
せ
て
触
れ
て
お
き
た
い
。

（
木
原　

久
）
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　表１　業務への要望　　　　　　　　　　（％）

個　人個　人
事業主法　人全　体
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品　揃　え
応対充実
相談充実
預　貸　金
休２４営業
Ａ　Ｔ　Ｍ
テレ銀行
ストア銀
環境配慮

（注）「テレ銀行」：インターネットやテレホンバンキ
ングなども扱ってほしい。

　　「ストア銀」：スーパーや生協、コンビニ等にも
取扱窓口やＡＴＭを設けてほしい。


